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お知らせ 

東京体育学会 第 13 回学会大会  

 

テーマ  ：  オリンピックとトレーニング科学  

日  時  ：  令和 4 年 3 月 1 3 日（日） 1 3 :0 0～ 17 :3 0  

場  所  ：  国士舘大学世田谷キャンパス M C H（メイプルセンチュリーホール）  

 

東京体育学会第 1 3 回学会大会 奨励賞受賞者  

 

左から、船渡和男会長、山下美代子（日本女子体育大学大学院）、海老原有希（国士舘大

学大学院）、王  善賜（国士舘大学大学院）  

 

 

【もくじ】  

・東京体育学会第 13 回学会大会 （1）  

・令和 3 年度第 1 回常任理事・理事会議事録  （16）  

・令和 3 年度第 2 回常任理事・理事会議事録  （18）  

・新入会員 （2 0）  
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東京体育学会 第 13 回学会大会  

大会プログラム  

 

1 2：0 0～ 1 3：0 0  受付開始・ポスター掲示  

1 3：0 0～ 1 3：1 0  開会式  

1 3：1 0～ 1 4：5 0  シンポジウム：オリンピックとトレーニング科学  

1 5：0 0～ 1 5：5 0  ポスター発表（2 分間の口頭による概要説明）  

1 6：0 0～ 1 6：5 0  ポスター発表（責任着座制）  

1 7：0 0～ 1 7：3 0  総会、表彰式、閉会式  
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シンポジウム：「オリンピックとトレーニング科学」  

 

本シンポジウムでは、“オリンピックとトレーニング科学”をテーマに設定し、東京

20 2 0 大会において、各競技団体のスタッフとして関わられたシンポジストに、大会での

具体的な役割や取り組みと、これまでの反省や課題を踏まえた今後のアスリートの競技力

向上に向けてどのような取り組みが必要であるのかについて話題提供いただいた。また、

アスリートを対象としたスポーツ科学データの評価法や、トレーニング科学の体系化に関

する話題をご提供いただき、参加者とともにトップアスリートの医科学サポートや、コー

チング現場に実用的なトレーニング科学研究について議論した。  

 

シンポジスト①  

杉田  正明（日本体育大学  J OC 情報・科学サポート部門長  日本陸連・科学委員長）  

テーマ：東京 2 020 に向けた暑熱対策の取り組み  

 

シンポジウムでは、東京オリンピックに向けて行われた暑熱対策として、マラソンや競

歩を対象とした取り組みについてお話しいただいた。特に、深部体温を上げないこと、脱

水を防ぐこと、汗で失われる成分を補うことの 3 つの実践的ポイントについて、7 年間の

スポーツ科学的支援の取り組みやその成果について話題提供いただいた。日本におけるオ

リジナルの暑熱対策メソッドの構築は、科学的データに基づいたものであり、その成果が

競技成績に影響していたことが印象深かった。  

 

シンポジスト②  

亀山  歩（国士舘大学  公財）全日本空手道連盟選手強化委員）  

テーマ：空手競技における東京 2 02 0 に向けた取り組み  

 

まず空手競技の組手と形について、それぞれの競技特性について動画を交えながらご説

明いただいた。そして、東京 20 20 大会で初めて正式競技となった空手競技では、選手が

好成績を収めるため、また、競技力向上を目的として様々なサポートが実施され、実際の

選手サポートの実状や、課題点が述べられた。東京 20 20 大会までに実施された選手サポ

ートのエビデンスは、今後より検証し、継続していくことの重要性を指摘された。  

 

シンポジスト③  

亀田  麻依（独法  日本スポーツ振興センター  ハイパフォーマンススポーツセンター／

国立スポーツ科学センター）  

テーマ：パラバドミントン選手における東京 2 02 0 パラリンピック競技大会までのサポー

ト事例  
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パラリンピックの正式種目となったバドミントン競技において、東京 2 02 0 パラリンピ

ック競技大会までの期間における国立スポーツ科学センター（JI S S）で実施した選手の

体力測定とトレーニングの事例についてご報告いただいた。実際の選手サポートの期間や、

体力測定項目、さらには測定データのフィードバックの事例をご紹介いただいた。最後に、

今後の課題として、測定項目の精査や分野横断による包括的なサポートの重要性を述べら

れていた。  

 

シンポジスト④  

星川  佳広（日本女子体育大学  基礎体力研究所所長）  

テーマ：オリンピック選手のサポート活動は原著論文として認められないか？  

 

トレーニング科学は、実践現場での情報を集積することで、より良いトレーニングや指

導法の開発を目的とした領域である。論文は得られた知見を利用可能として残す最良の方

法であり、超一流アスリートであるオリンピック選手のサポート活動からは、ヒトの能力

とその向上法に関して多くの情報が生まれているはずである。しかしながら、それらは必

ずしも原著論文として評価されていない。今後のトレーニング科学の在り方、方向性につ

いて私見を交えご報告いただいた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シンポジウムの様子  
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一般研究発表一覧  

 

演題
番号

氏名 所属 演題名

1 加藤　譲
東海大学SAC清水教
養教育センター

バドミントンパフォーマンス分析システムの開発およびその活用方法の検討

2 成田行磯
仙台大学体育学部学
生

バドミントン・男子ダブルスにおけるロングサービスの有効性

3 光川眞壽 東洋学園大学 大学野球選手のモニタリングデータからみた試合期におけるコンディショニング課題

4 永井健太郎 東海大学健康学部 インサイドキックの評価基準に関するサッカー経験者と未経験中学校教師の比較

5 諏訪芙友季 国士舘大学大学院 ハンドボール競技における助走歩数の違いがジャンプシュート動作に及ぼす影響

6 長沼舜 国士舘大学大学院
大学生女子バレーボール選手におけるスパイクジャンプの跳躍高に影響するバイオメカニ
クス的要因

7 富沢恭子 東京学芸大学 棒高跳指導者の指導理念に関する研究

8 海老原有希 国士舘大学大学院 陸上投擲競技者のシーズン中における体力要素と競技記録との関係

9 栗原理沙 日本大学大学院 走高跳における試合展開がパフォーマンスに及ぼす影響について

10 宮内育大 日本大学 連続グライド動作のトレーニング手段としての有効性に関する力学的検討

11 兵頭洋樹 国士舘大学大学院 競泳競技におけるキックスタート時の上肢動作が離台時の身体移動速度に及ぼす影響

12 王善賜 国士舘大学大学院
女子大学空手選手の逆突きおよび刻み突きにおける反応時間に関する研究
－床反力及び動作分析からの検討－

13 天野勝弘
環太平洋大学スポー
ツ科学センター

地下足袋タイプのシューズ着用が切り返し動作におよぼす効果

14 松井咲樹
日本女子体育大学
体育学部

ハムストリングに対する筋コンディショニング法の違いによる股関節可動域の変化について
―静的ストレッチングと筋膜リリースの比較―

15 青栁泰河 国士舘大学大学院 連続的筋力発揮前後における腓腹筋及びアキレス腱の活動動態

16 山下美代子
日本女子体育大学大
学院

保育士の身体的疲労軽減を目指した運動プログラムの考案
－表面筋電図測定に基づいて－

17 大橋美紅
仙台大学体育学部学
生

東日本大震災発災以降の公園の利用に関する考察

18 野口智博 日本大学文理学部 大学での体育・スポーツの一般教養科目での授業を受講生はどのように受け止めたか？
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一般研究発表要旨  

1 .  バドミントンパフォーマンス分析システムの開発およびその活用方法の検討  

○加藤  譲 1，  須田  翔大 3，佐藤  美咲 3，林  直樹 2  

1 東海大学 S AC 清水教養教育センター， 2 仙台大学体育学部， 3 仙台大学体育学部学生  

 

本研究は，バドミントンのプレーの情報を簡易的に入力でき，プレーの情報を整理し，プ

レーの情報を出力できるバドミントンのパフォーマンス分析システムを Exc e l の VBA にて

開発し，その実戦的な活用方法について検討した．  

バドミントンパフォーマンス分析システムの課題の抽出として，情報の入力，情報の整理，

情報の出力のステージに分け，プログラミングを設定した．活用方法について，海外競技者

1 名の世界大会 1 0 試合の分析での特徴とした．  

情報の入力では，ストロークしたプレーヤー，プレーエリア，ショット，プレーの結果，プレ

ーの結果のエリアの 6 項目を設定した．情報の整理では，プレー番号，プレー，プレーエリ

ア，プレー結果エリア，ラリーの勝ちの表記，スコアを設定した．情報の出力では，プレーエ

リアのマトリックス，各ショット回数，全球分析，ラリー毎のプレー回数とプレーの種類および

プレーエリアを設定した．実戦的な活用方法の検討では， 1 打 1 打のつながりがわかり，時

系列で分析できるようになった．  

 

2 .  バドミントン・男子ダブルスにおけるロングサービスの有効性  

○成田  行磯 1，佐藤  倖心 1，伴野  匠 1，中島  光人 1，須田  翔大 1，林  直樹 2   

1 仙台大学体育学部学生， 2 仙台大学  

 

バドミントン競技は必ずサービスからラリーが始まるが、サービスの打点高が規定されてお

り（床面から 115cm の高さよりも低い位置）、サーバーが不利な状況からラリーが展開され

る（ネットの中心高は 152 . 4cm であるため、シャトルは必ず上向きにフライトしなければなら

ない）。サービスには大別するとショートサービスとロングサービスがあり、ダブルスではショ

ートサービスからの開始を一般的には指導されている。本研究では、ダブルスにおけるロン

グサービスがその後のラリー展開にどのような影響を与えているのかを検証し、今後のプレ

ーに活かすことを目的とした。  

分析対象の試合として、BWF（Badm i nto n  o f  Wo r l d  Fe de r at i o n）主催大会から 2 0

試合を選出した。ロングサービスから始まるラリーをすべて抽出し、その後の展開の有利・不

利を評価した。  

その結果、有利な展開が 30 . 1%、不利な展開が 54 . 5%であった。勝ちゲーム・負けゲー

ムそれぞれの前後半の比較においては、勝ちゲームの後半のみで有利な展開が不利な展

開よりも大きい割合となった。  
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3 .  大学野球選手のモニタリングデータからみた試合期におけるコンディショニング課題  

○光川  眞壽 1，勝亦  陽一 2，永見  智行 3  

1 東洋学園大学， 2 東京農業大学， 3 北里大学  

 

 本研究の目的は、日々の疲労感、睡眠時間、食事、身体部位の痛み /ハリなどの記録の観

察（モニタリング）を通じて、試合期における大学野球選手のコンディショニング課題を明ら

かにすることである。大学硬式野球部員 3 4 名（投手 6 名、野手 2 8 名）が、毎朝スマートフ

ォンの体調管理アプリケーションを用いて、疲労感、睡眠時間、前日の食事、肩、肘、下半

身の痛み /ハリの状況を 3 ヶ月間記録した。試合期（2 ヶ月間）のレギュラー選手の疲労感は

レギュラー外と比べて常に高く、レギュラー選手の疲労度を軽減させる必要性が示された。

平均睡眠時間は 6 .7 時間、試合日は 6 . 6 時間、ホームでの第 1 試合日は 5 . 3 時間であり、

集合時間の早い試合日の睡眠時間を改善する必要があるといえる。食事はバランス良い 3

食を確保できたが、3 食+補食は達成していなかった。肩、肘、下半身の痛み /ハリは、投手

が慢性的に感じていることに加え、公式戦当日の痛み /ハリが前日よりも高いことから、登板

前日の投球数やコンディショニングを改善する必要性が示された。  

 

 

 

 

4 .  インサイドキックの評価基準に関するサッカー経験者と未経験中学校教師の比較  

○永井  健太郎 1，西垣  景太 1   

1 東海大学健康学部   

 

今日の学校体育では、ボール操作の技能はゲームの中で自然と身につくことと考え、技

能習得のほとんどを自得に迫っている。そこで、本研究では、実技指導力を支える技能の評

価基準について考察した。具体的には、サッカーのインサイドキックにおける動感をインタビ

ューを通して本質直観した。換言すると、各対象者 4 名 (以下、①② :元プロ選手③サッカー

部顧問で数学教師の未経験者④体育教師の未経験者 )の、毎回のインサイドキック全てに共

通する感覚を明らかにした。これは、インサイドキックを評価する際の基準となる、自身のイン

サイドキック像である。  

結果として、①②がインパクトからその後の感覚までの流れ全体であったのに対し、③④

は足のどこに当たったかに注目した。前者は時間的な幅があり、いわば動画的で、かつ主観

的であったのに対して、後者は瞬間を捉えていて、静止画的、外からも観察可能で、客観的

と言える。後者にはリズム的要素がないため、技能習得を迫る現状を打破するには、主観的

情報を主題化した研究が待たれる。  
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5 .  ハンドボール競技における助走歩数の違いがジャンプシュート動作に及ぼす影響  

○諏訪  芙友季 1，畑島  一翔 1，横沢  翔平 1，豊田  賢治 2，角田  直也 1  

1 国士舘大学大学院， 2 国士舘大学体育学部  

 

 本研究はハンドボール選手のジャンプシュートにおいて、助走歩数の違いがボール速度と

シュート動作に及ぼす影響について検討した。被験者は男子大学ハンドボール選手 16  名

とした。測定試技は助走歩数が 3 歩以上 (以下 FS)と１歩に制限した (以下 O S)２種類のジ

ャンプシュートとし、2 台の高速カメラで撮影した。3 次元解析による分析項目は、ボール速

度、体幹の屈曲角度、身体重心の水平速度とした。  

FS のボール速度は、OS よりも有意に高い値を示した。FS と OS では、体幹の屈曲角度

に有意な差が確認された。OS では体幹の屈曲角度とボール速度との間に有意な相関関係

が認められ、FS では身体重心の水平速度とボール速度との間にそれぞれ有意な相関関係

が認められた。  

以上の結果から、ハンドボールのジャンプシュートにおける助走の違いは、ボール速度、

体幹の屈曲角度に影響を及ぼすことが明らかとなった。助走が制限されるジャンプシュート

では、体幹をより屈曲させることで、ボール速度を高められる可能性が示唆された。  

 

 

 

6 .  大学生女子バレーボール選手におけるスパイクジャンプの跳躍高に影響するバイオメカ

ニクス的要因  

○長沼  舜 1，木内  聖 1，尹  鉉喆 1，平野  智也 1，飯田  周平 2，船渡  和男 1   

1 国士舘大学大学院， 2 国士舘大学  

 

【目的】大学生女子バレーボール選手のスパイクジャンプと垂直跳びのバイオメカニクス的変

数を比較し、ステップによる跳躍高の変化とその要因を明らかにすること。【方法】対象者は

右利きの大学生女子バレーボール選手 7 名とした。試技は 3 ステップからのスパイクジャン

プ（３J）と腕振りありの垂直跳び（CJ）を行い、光学式 3 次元モーションキャプチャーシステ

ムと床反力計を用いてキネマティクスおよびキネティクスデータを算出した。【結果および考

察】最大重心高は 3 J が CJ よりも有意に大きな値を示した。最大重心高を構成する離地時

重心高と空中重心変位については、離地時重心高は 3J が CJ よりも有意に低い値を示し

たが、空中重心変位では 3 J が CJ よりも有意に高い値を示した。踏切中の重心上昇局面

の力積は 3 J が CJ よりも有意に大きな値を示した。重心上昇局面の時間は３ J が CJ よりも

有意に短かったため、3J では短時間で大きな力積を獲得していることが明らかとなった。  
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7 .  棒高跳指導者の指導理念に関する研究  

○富沢  恭子 1，森山  進一郎１   

1 東京学芸大学  

 

棒高跳のパフォーマンスは、選手の身体的・精神的要素に加え、用具によっても決定さ

れるが、その指導理念に関する報告はあまり見られない。そこで、本研究は、棒高跳の指

導を専門とする指導者を対象に、インタビュー調査によって各々の指導理念を明らかにす

ることを目的とした。６名の棒高跳指導者（男性４名、女性２名）を対象に、「指導上大

切にしていること」、「記録向上に重要と思われる技術」および「うまく跳べない選手に対

する心理面への働きかけ」（ 3 つの観点）について、半構造化によるインタビュー調査を

行った。その結果、棒高跳指導者は、棒高跳のパフォーマンス向上に加えて選手自身の人

間的な成長を促す指導を心がけていること、助走が棒高跳の記録向上に重要視されている

こと、そして、選手各自の心身の特長に合わせた指導を行っていることが確認された。す

なわち、3 つの観点に対する回答は、指導者によって言葉は異なるものの、巨視的に見れ

ば、大意は一致していることが明らかとなった。  

 

 

 

8 .  陸上投擲競技者のシーズン中における体力要素と競技記録との関係  

○海老原  有希 1，畑島  一翔 1，田中  重陽 2，岡田  雅次 1，角田  直也 1  

1 国士舘大学大学院， 2 国士舘大学政経学部  

 

本研究では、陸上投擲競技者にシーズンを通じたコントロールテスト（C T）を実施す

ることで、競技記録を反映する体力要素を明らかにし、競技力の維持や向上のための実践

的資料を得ることを目的とした。被験者は、大学生及び社会人の投擲種目を専門としてい

る男子競技者 21 名とした。C T は 9 種目とし、測定は 2 月、7 月、11 月の 3 回実施した。

各種目の競技記録は競技能力指標（A A R）として統一した。A A R と C T 種目の関係は、

投種目とウエイト種目にそれぞれ有意な相関関係が認められ、クリーンが最も高い相関係

数を示した。また、重回帰分析の結果、2 月はベンチプレス、7 月はクリーン、11 月は

クリーン、1 0m 走及びベンチプレスが採用された。以上のことから、陸上投擲競技者に

おいて、競技能力を高めるための体力要素は期によって異なることが示唆された。  
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9 .  走高跳における試合展開がパフォーマンスに及ぼす影響について  

○栗原  理沙 ¹，宮内  育大 ²，森長  正樹 ²，小山  裕三 ²  

1 日本大学大学院， ²日本大学  

 

走高跳とは、助走して片足で踏み切り鉛直方向へどれだけ跳べたかを競い合う競技であ

る。よりよいパフォーマンスを達成するためには、自身の競技力を踏まえたうえで試技の回数

や跳び始める高さの設定、パスをするタイミングなどを考え、戦術を立てることが必要とされ

ています（公益財団法人日本陸上競技連盟， 2 0 1 3 ）。しかし、上記のように重要とされてい

る走高跳の戦術について検討された研究はあまり見られない。そこで本研究では、客観的に

達成された試合結果および試合条件の差異から戦術的要素を読みとり、走高跳における基

礎的な戦術知見を明らかとすることを目的とした。  

本研究の分析対象試合は、試合条件が異なる 2 0 2 0 年度に実施された U20・日本インカ

レ・日本選手権、2 0 2 1 年度に実施された U 20・日本インカレ・日本選手権とした。  

加藤ら，2 0 0 3 ；宮内ら， 2 0 1 6 を参考に試技の平均や記録達成率などを算出した。その結

果、試合条件などにより戦術的要素が異なることが明らかとなった。詳細は当日発表する。  

 

 

 

1 0 .  連続グライド動作のトレーニング手段としての有効性に関する力学的検討  

○宮内  育大 ¹，犬伏  拓巳 ²，岡野  雄司 ¹，畑瀬  聡 ¹，小山  裕三 ¹  

¹日本大学， ²防衛医科大学校  

 

運動学習において p art  me t hod （分習法）と w ho l e  m e tho d（全習法）があることが指

摘されている（She a ら，1993）。この分習法は、運動を構成する一部分を抽出して行う方法

であり、ある特定の運動動作を獲得するために非常に有効な手段であるといえる。しかし、村

木（1994 ）が指摘するように、運動の一部分を取り出して検討する場合にはその妥当性と実

施内容について吟味しなければならない。そこで本研究では、陸上競技の砲丸投をモデル

に一般的に行われている分習的トレーニングが一連の運動経過の中でどのように関連して

いるのか考察することを目的とした。  

本研究では、砲丸投グライド投法の主要局面であるグライド動作に着目した（桜井ら，

2004 ）。被験者は男子大学陸上競技投てき選手とし、グライド動作を抽出したトレーニング

手段の 1 つである連続グライド動作と試合的運動動作におけるグライド局面について 3 次

元 D LT を用いて動作解析を行い、客観的な視点からトレーニング手段としての妥当性を検

討した。その結果、支持脚の動きについて有効性が示された。  
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1 1 .  競泳競技におけるキックスタート時の上肢動作が離台時の身体移動速度に及ぼす影響  

○兵頭  洋樹 1，中澤  嶺 2，梅本  雅之 1，和田  匡史 2  

1 国士舘大学大学院， 2 国士舘大学  

 

本研究は競泳競技におけるキックスタート動作中の，上肢動作の有無が離台時の身体移

動速度に及ぼす影響を，3 次元動作分析を用いて明らかにすることを目的とした。測定環境

が公認競技用プールであることから，水辺環境特有の測定機器への弊害を考慮し，水面か

らの反射光を減衰させるための光度調整，測定機器の防水加工など，実験環境の整備を行

うことで，正確な 3 次元データの収集を可能にした。試技は，上肢を使用した通常のキックス

タート試技（S t and ar d 試技）と，通常の動作と同様に構えた後，上肢からスタート台に力を

加えない試技（Lo we r 試技）の 2 試技を実施した．結果では，離台時推進方向移動速度に

おいて S tand ard 試技の方が Low er 試技と比較し有意に高い値を示し，離台時鉛直方

向移動速度で S tand ar d 試技の方が Low er 試技と比較し有意に低い値を示した。このこ

とから，キックスタート時における上肢動作は，身体が鉛直上向き方向に移動することを妨げ

る影響があり，推進方向への移動速度に寄与することで，キックスタートパフォーマンスに影

響することが示唆された．  

 

 

1 2 .  女子大学空手選手の逆突きおよび刻み突きにおける反応時間に関する研究  

－床反力及び動作分析からの検討－  

○王  善賜 1，木内  聖 1，尹  鉉喆 1，古田  なつみ 1，藤戸  靖則 1，平野  智也 1，  

田中  理沙 1，亀山  歩 1，船渡  和男 1   

1 国士舘大学大学院  

 

【目的】空手の組手における動作分析から、相手選手に対する攻撃選手の反応時間を明ら

かにすることした。加えて、国際レベル、大学レベルおよび形選手の反応時間を比較し、国

際レベルの選手の特徴を検討する。【方法】 1 3 名の女子大学手選手（組手国際レベル：n  =  

2、組手大学レベル：n =  6、形：n =  5）が本研究に参加した。試技は、LED 光刺激および

相手選手の動作に対して、攻撃者が刻み突きおよび中段逆突きを行った。光学式 3 次元モ

ーションキャプチャーシステムと地面反力計を用いて各試技の運動学および運動力学デー

タを収集し、各種反応時間を算出した。【結果及び考察】LED 光刺激に対する各種反応時

間は 3 群間で差が示されなかった。一方、相手選手の動作に対する反応時間は組手国際レ

ベルの選手が短い傾向にあった。以上の結果から、組手国際レベルの選手は相手選手の動

作を予測・判断する能力に優れていることが示唆された。  
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1 3 .  地下足袋タイプのシューズ着用が切り返し動作におよぼす効果  

○天野  勝弘 1，宇佐美  彰規 2 ,  渡邊  奈々 3   

1 環太平洋大学スポーツ科学センター， 2 株式会社丸五，  

3 昭和大学スポーツ運動科学研究所  

 

これまでの研究から地下足袋タイプのシューズ（ JT ）は足趾筋力を向上させることが分か

っている。それは、筋力そのものの向上に加え、効果的に足趾（特に母趾）を使えるようにな

るためと考えられる。そこで本研究では J T の着用が切り返し動作におよぼす効果を検証し

た。切り返し動作は、前方向プロアジリティテストおよび 3 コーンテストとし、J T 着用時とトレ

ーニングシューズ（TS ）着用時で測定を行った。他に足趾筋力および立ち幅跳び、閉眼片

足立ちの測定を実施した。被検者は一流高校野球チーム（都道府県における第一シード

校）に所属する選手 2 0 名であった。プロアジリティテストでは、T S は 5 . 35± 0 . 23 秒、J T

は 5 . 12± 0 . 16 秒であり、0 . 1％水準で有意な差が認められた。3 コーンテストでは、TS は

6 . 02± 0 . 18 秒、J T は 5 . 86± 0 . 18 秒であり、0 . 1％水準で有意な差が認められた。J T 着

用によりアジリティが高くなったことは、即効的に足の機能、おそらく足趾の機能が使えるよう

になったためと考えられる。  

 

 

1 4 .  ハムストリングに対する筋コンディショニング法の違いによる股関節可動域の変化につい

て  ―静的ストレッチングと筋膜リリースの比較―  

○松井咲樹 1，田島朋香 1，山嶋彩加 2，沢井史穂 2，  

1 日本女子体育大学体育学部，日本女子体育大学 2  

 

本研究の目的は、柔軟性が低下することで腰痛などを引き起こす原因となる筋とされてい

るハムストリングに対して、異なるコンディショニング法を施したときの股関節可動域の変化を

比較検討することであった。  

筋コンディショニングの実施習慣のない女子大学生 11 名を対象として、右大腿後部に対

し 3 種類の筋コンディショニング法（①フォームローラーを用いた筋膜リリース法 6 0 秒、②

静的ストレッチング法 6 0 秒、③①を 30 秒、②を 30 秒の順で行うコンビネーション法）を実

施し、その前後の股関節可動域（受動的最大屈曲角度）の差を比較した。その結果、拡大効

果が大きかったのは①であった。また、右大腿の周径囲及び右大腿後部の筋厚と皮下脂肪

厚の測定値と①～③の実施による股関節最大屈曲角度の変化の大きさとの関連を検討した

結果、皮下脂肪の厚い者はコンビネーション法が適していること、大腿が細い者ほど筋膜リリ

ースの効果が大きいことが示唆された。  
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1 5 .  連続的筋力発揮前後における腓腹筋及びアキレス腱の活動動態  

○青栁  泰河 1，横沢  翔平 1，海老原  有希 1，田中  重陽 2，岡田  雅次 3，角田  直也 3  

1 国士舘大学大学院， 2 国士舘大学政経学部， 3 国士舘大学体育学部  

 

本研究では、M us c le  co ntr ac t i o n  s e ns or (M C)法を用いて、連続的筋力発揮前後に

おける、腓腹筋とアキレス腱の活動動態を明らかにすることを目的とした。  

被検者は、男子大学生陸上競技長距離選手 9 名とした。等尺性による足関節底屈筋力

の測定は Bi od e x を用いて実施した。陸上競技長距離レースをシミュレートし、 90bp m のリ

ズムに合わせ、2 分 3 0 秒行わせ、続けて 110bp m のリズムで、最大努力による力発揮を

3 0 秒行わせた。その前後で最大努力での瞬発的な筋力の測定を行わせた。表面筋電図法

により腓腹筋外側頭及び内側頭の筋放電量を記録し、M C センサー法によって腓腹筋外側

頭、内側頭及びアキレス腱の形状変化量を計測した。  

その結果、連続的な運動によって生じた筋力の低下には、腓腹筋及びアキレス腱の形状

変化量の低下が影響している可能性が示された。また、連続的筋力発揮前後で筋放電量、

形状変化量及びトルクの最大値出現順序は変化しなかった。一方、腓腹筋とアキレス腱の形

状変化量の関係はアキレス腱の形状変化量に伴うトルクの変化様相は連続的筋力発揮前後

で異なっていた。  

 

 

1 6 .  保育士の身体的疲労軽減を目指した運動プログラムの考案  

－表面筋電図測定に基づいて－  

○山下  美代子 1，山嶋  彩加 2，沢井  史穂 2  

1 日本女子体育大学大学院， 2 日本女子体育大学  

 

保育業界では慢性的な保育士不足が問題となっており、その理由の一つに健康・体力面

の不安が挙げられている。先行研究からも、保育士の仕事は身体的に大きな負担があること

が指摘されているが、その負担の程度は定量的に明らかにされていない。本研究の目的は、

保育士の身体的疲労が大きいと考えられる保育特有の活動における身体各部の筋電図測

定に基づき、保育士の身体的疲労を軽減するための運動プログラムを作成し、その効果を

検証することであった。女性保育士 13 名を対象に、布団及び机の運搬 6 動作、抱っこ 4

動作計 1 0 動作における身体各部 8 筋の表面筋電図を測定した。その結果、「上腕二頭

筋」と「脊柱起立筋」の活動水準（% EMGm ax ）が高かったことから、保育士にとってこの 2

筋の負担が大きいと推察された。そこで、上腕二頭筋と背筋に腹筋を加えた 3 筋を対象とし

た運動プログラムを作成し、女性保育士 17 名に保育現場で週 3 回 8 週間実施してもらっ

たところ、すべての筋の最大筋力に有意な増大が認められた。  
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1 7 .  東日本大震災発災以降の公園の利用に関する考察  

○大橋  美紅 1，福士  廉 1，谷津  宏輝 1，林  直樹 2   

1 仙台大学体育学部学生， 2 仙台大学  

 

 2011 年 3 月 1 1 日の東北地方太平洋沖地震発災（以後、震災とする）以降、被災地にお

いて子どもの運動量の減少について多くの報告がなされた。本研究は、子どもの運動量と外

遊びの観点から、公園の利用率を上げるために求められる工夫は何かを検討した。  

 震災当時は小学生であった現在の大学生を対象とし、震災後の運動状況や公園に求める

要素について G oo g l e  Fo rm を使用してアンケート調査を行った（依頼数： 3 9 2、有効回答

数：8 7、有効回答率：22 . 2％）。  

 震災以降の運動状況は「変わらない」が 65 .5%、「減った」が 31 . 0%であった。減った理

由として最も多かったものは放射能であった。震災以降にできた施設の利用については「利

用したことがある」が 64 . 4%であり、そのうち公園の利用は 27 . 6%であった。「公園に求める

要素」については遊具の数や安全性が重視されていた。安全性や遊具の数の情報などを

SN S やホームページにて発信することは行政などでも行われてきている。イベントの開催な

どを積極的に行うことにより公園への関心が高まることが期待できると考えられた。  

 

 

1 8 .  大学での体育・スポーツの一般教養科目での「スポーツ・コーチング」授業を受講生はど

のように受け止めたか？  

○野口  智博 1，  泉  敏郎 2  

1 日本大学文理学部， 2 帝京平成大学  

 

日本スポーツ協会（以下 JS PO とする）は 2019 年 4 月に，公認スポーツ指導者制度を

大幅に改定し，公認コーチとして必要な資質を「アクティブ・ラーニング」形式を用いて学習

する形式とした．コーチデベロッパーでもある筆者は，その講習の修了後に，多くの受講生

から，単に自身のコーチングのみならず，周囲の人へ講習の影響が波及しているという報告

を聞いた．他方，大学生でも，学校，塾，スポーツクラブ等で何らかのハラスメントを受けてい

た経験を持つものは少なくない．加えて就職までに多くの社会的スキルを得ることが求めら

れている．そこで本試行では，JS PO で行っている講習の一部を応用したオンデマンド配信

授業と事前・事後の家庭学習等を駆使して行う 4 回のスポーツコーチングに関する授業が，

受講生（3 7 7 名）にどのような印象を与えたかを，授業最終日に提出させたリフレクションシ

ートの，自由記述の感想を元に検証した．その結果，受講した学生の 4 7 %が自由記述に記

入し，2 1 %が自身の今後の自身の学びについて言及していた．詳細は当日報告する．  
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一般研究発表の様子  

 

 

 

シンポジスト  
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令和 3 年度  第 1 回常任理事・理事会議事録  

 

日時：令和３年度 8 月 6 日（金）17：0 0～1 7：4 3  

会議方法：オンライン（Zo o m）  

出席者：阿江美恵子、及川佑介、岡出美則、神田俊平、菊幸一、熊川大介、工藤和俊、  

小谷究、近藤智靖、佐々木玲子、沢井史穂、田中重陽、角田直也、船渡和男、  

細越淳二、宮地元彦、村岡哲郎  （順不同、敬称略）  

出席 1 7 名、欠席：11 名（委任状提出 1 0 名）、合計 28 名  

幹事：平野智也、赤澤祐美   事務局：藤戸靖則  

 

Ⅰ．報告事項  

1 .  新入会員、退会・転出者について  

平野幹事より、【報‐資料１】に基づき、新入会員、退会・転出者について報告

がなされた。  

2 .  若手研究助成の審査結果について   

沢井研究担当理事より、【報  -  資料  2】に基づき、若手研究助成の審査結果につ

いて報告がなされた。また田中理事長より、採択者 2 名に採択通知を送付したこ

とが報告された。  

3 .  東京体育学研究第  1 3  巻について  

村岡編集担当理事より、東京体育学研究第 1 3 巻について、1 本不採択、4 本審

査中であることが報告された。  

4 .  その他  

➢  田中理事長より、日本体育・スポーツ・健康科学会の地域協力学会として、

20 20 年度の活動報告及び会計報告を提出したことが報告された。  

➢  田中理事長より、20 2 1 年度日本スポーツ体育健康科学学術連合総会が書面表

決にて実施され、本会として 6 つの議案すべてに承認（同意）すると回答した

ことが報告された。  

 

Ⅱ．審議事項  

1 .  令和２年度事業報告について  

田中理事長より、【審  -  資料  1】に基づき、令和 2 年度事業報告について報告がな

され、承認された。  

2 .  令和 2 年度会計報告について  

平野幹事より、【審  -  資料  2】に基づき、令和 2 年度会計報告について報告があり、

承認された。  

3 .  令和２年度研究会（第 98 回、第 99 回）について  
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沢井研究担当理事より、研究会開催について以下の内容が報告され、承認され

た。  

➢  コロナの感染が収束していないことや、オリ・パラ開催中は関係者が多忙であ

ることから、今年度は秋・冬に開催することとした。  

➢  第 98 回：9 月 28 日（火）に開催（1 6：0 0 以降）  

（仮）テーマ：オリンピック大会の医科学サポートについて  

登壇者：飯塚  太郎  氏（バドミントン協会）、広瀬  統一  氏（早稲田大学）  

開催形式：未定（対面かオンラインか検討中）  

➢  第 99 回：開催日未定（年内もしくは年明けすぐ）  

開催形式や内容等  

コロナの感染状況を見つつ検討  

4 .  第 13 回東京体育学会について  

田中理事長より、20 2 2 年 3 月に開催することと、オンラインでの開催も視野

に検討する必要があることが報告され、次回の理事会で詳細を詰めることが承認

された。  

5 .  その他  

船渡会長より、次年度繰越金が多く、これをどのように有効活用するかの検討が

必要であるとの意見が出された。若手研究助成基金の設立、基金ではなく特別会計

として一般会計と切り離して運用する、院生の会費減免に充てる、といった意見が

出された。今度、科目の明文化を図り、目的・使途とその金額を検討していくこと

が承認された。  

 

 

（文責：東京体育学会事務局  赤澤祐美、平野智也）  
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令和 3 年度 第 2 回常任理事・理事会議事録  

 

日時：令和 4 年 1 月 1 4 日（金）1 7：0 0～1 7：3 0  

会議方法：オンライン（Z o o m）  

出席者：阿江美恵子、秋葉茂季、石井直方、稲葉優希、及川佑介、岡出美則、柏木悠、  

川原貴、神田俊平、工藤和俊、小谷究、近藤智靖、佐々木玲子、田中重陽、  

袴田智子、船渡和男、細越淳二、水村真由美、宮地元彦、村岡哲郎、吉岡伸輔  

（順不同、敬称略） 出席 2 2 名、欠席：6 名  

幹事：平野智也、赤澤祐美   事務局：藤戸靖則  

 

 

Ⅰ．報告事項  

1 .  東京体育学研究第  1 3  巻について  

村岡編集担当理事より、東京体育学研究第 1 3 巻について、研究論文 1 本、研究

報告 1 本が掲載決定、3 月末に発刊予定であることが報告された。  

 

2 .  その他  

    その他の報告事項なし  

 

 

Ⅱ．審議事項  

1 .  第  1 3  回東京体育学会について  

田中理事長より第 1 3 回大会の概要案について、【審 -資料 1】の内容に加えて、以

下のような説明がなされ、承認された。  

➢  本日、国士舘大学の施設借用の許可が下りた（但し、感染防止対策の徹底と、

感染状況によっては施設使用許可を取り消す場合もあるという条件付き）。  

➢  3 月上旬の感染状況により開催方法を判断し、H P やメールにて会員にアナウ

ンスをする。  

➢  開催方法は、会場の国士舘大学とも相談が必要なため、会長・理事長に一任い

ただきたい。  

➢  基調講演の演者は未定であり、シンポジウム形式になる可能性もある。  

➢  会員へのアナウンスが例年より少し遅いため、演題申込期間は少し余裕をもた

せるよう配慮している。  

※資料訂正：学会大会の日時  (誤 )令和 3 年 → (正 )令和 4 年  

演題申込み〆切 (誤 )令和 3 年 → (正 )令和 4 年  
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2 .  令和  4  年度若手研究助成について  

田中理事長より【審  -  資料  2】に基づき、若手研究助成について報告がなされた。  

➢  昨年まで最大 2 件だったものを、最大 4 件に採択枠を拡大した。  

➢  年齢制限について、科研費と同様に上限を 3 9 歳以下まで引き上げてはどうか

という意見が出された。  

➢  募集要項の研究課題の「東京体育学研究の目的に沿う研究」という文言につい

て、東京体育学研究の目的は明確でなく、「東京体育学会の目的に沿う研究」

に変更する必要があるのではないかという意見が出された。  

➢  東京体育学会の目的も「体育に関する科学的研究を行い、体育学の発展を図り、

体育の実践に寄与すること」となっており、「体育」ではなく「スポーツ」の

研究に対して、審査の際に困ったという意見が出された。  

➢  東京体育学研究の目的も含め、学会の範囲や研究の対象について、文言の検討

が必要であるのではないかという意見が出された。  

以上を踏まえ、年齢制限を 3 9 歳以下とし、募集要項の文言は研究担当理事と相

談の上調整し、完成し次第募集を開始することが承認された。  

 

3 .  令和  5  年・  6  年度（2 0 2 3 . 4 . 1～2 0 2 5 . 3 . 3 1）  役員選挙について  

田中理事長より、役員選挙について選挙までのスケジュールの説明がなされ、選

挙管理委員会を立ち上げることが承認された。次回理事会には選挙管理委員を選出

し報告する。  

 

4 .  その他  

 その他の審議事項なし  

 

 

（文責：東京体育学会事務局  赤澤祐美）  
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新入会員  

 （令和 3 年 4 月 1 日～令和 4 年 3 月 1 日現在）  

 （計  26 名  ）  

 

 

 

会員 1 , 3 29 名（令和 4 年 3 月 1 日現在）  
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